
学科等 診療放射線 必修 履修年次 3

曜日・時限等 単位数 2

授業形態 講義 オフィスアワー
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対面時：中間総括（50％）＋期末試験（50％）＝合計（100％）
オンライン時：期末試験（60％）＋授業時の課題小レポート（40％）＝合計（100％）

事故と対策(井出)

放射線源・RI等の安全取扱に
ついて　(福士)

廃棄物の処理　（井出）

目的・目標
目的：　放射線防護および安全管理の実際を学習する。
目標：　放射線安全管理と法規制との整合性，ならびにRI等の安全取扱，事故時の安全対策等に関する知識・
技術を習得する。

授業項目

放射線安全管理の概要　(福
士)

放射線防護に関する放射線量
の概念　(福士)

授
業
計
画

個人の管理1　（井出）

放射線防護の原則　Ⅱ　(福士)

成績評価の
方法・基準

到達目標：放射線利用に及ぼす放射線安全管理・防護の影響と効果を理解する。
学習内容：放射線利用と放射線安全管理・防護の関係を総括的に学習する。

到達目標：放射線防護を実践するのに必要な実用線量の概念を理解する。
学習内容：実用線量が放射線安全管理および防護関連法令に反映されている実態とそ
の意義を学習する。

到達目標：放射線施設の管理区域の役割と外部放射線測定と評価法を理解する。
学習内容：管理区域設定および外部放射線測定と評価を学習する。

教員からの
メッセージ

診療放射線技師　スリムベーシック
放射線安全管理学

(1)放射線安全管理学　改訂2版

放射線安全管理学は，医療領域だけでなく理工学・原子力領域のあらゆる分野において放射線・RI等の安全な利用に不可欠な応用実践学である。特に医療領域においては，患者およ
び介護者，放射線作業従事者に対する放射線被ばくの防護も実践する必要があるので，放射線防護に関する知識と専門技術を修得することを望む。教員について，　福士：診療放射線
技師養成課程を有する総合大学において学部・大学院で放射線防護・安全管理学の実務を担当した第Ⅰ種放射線取扱主任者である。井出：病院において，診療放射線技師として勤務
した経歴を有する。授業終了後の質問は随時受け付けます。メールによる質問はm-fukushi@tius.ac.jpへお願いします。オンライン授業に伴い、授業計画に変更がある場合は、オンライン
クラスで変更のシラバスを周知致します。

参考図書

メジカルビュー社福士政広　編集

(1)福士政広,井上一雅著

教科書

(1)医療科学社

環境の管理1　（井出）

到達目標：外部および内部被ばくの測定法とその評価を理解する。
学習内容：被ばくに関する物理的な管理を学習する。

放射線･放射線機器安全管理に関
する中間試験(福士･井出)

学習内容：放射線施設で発生する事故の特徴と分類について学習する。
到達目標：放射線事故の原因と対策および診療放射線技師の役割を理解する。

到達目標：上記の講義内容を確認する。
学習内容：診療用放射線等の安全取扱・管理法の実際を学習する。

放射線防護の原則　Ⅰ　(福士)

到達目標：内部被ばく防護の実際的管理法を理解する。
学習内容：内部被ばくの発生経路とそれによる被ばく防護の実際を学習する。

到達目標：各種法令に基づく健康診断を理解する。
学習内容：被ばくに関する医学的な管理を学習する。

到達目標：外部放射線被ばくの防護の原則とその実践法を知る。
学習内容：外部放射線による被ばく防護の実際的管理法を学習する。

到達目標：多様な放射性廃棄物の安全な保管方法と処理方法を理解する。
学習内容：放射性廃棄物の保管方法や処理方法を学習する。

到達目標：放射線源・非密封ＲＩ等の安全取扱法と放射線被ばくの低減法を習得する。
学習内容：理工学および診療領域の放射線源およびＲＩ等の安全取扱および実際の管理法を学習
する。

個人の管理2　（井出）

各担当教員シラバス参照

放射線安全管理学

（時間割参照）

時間割表参照教員名
科目名

（科目番号）

福士　政広
井出　仁勇

放射線被ばくの形態　(福士)

環境の管理2　（井出）

到達目標：自然および人工放射線による被ばくの形態とその影響を理解する。
学習内容：医療被ばくと職業被ばく，公衆被ばくの放射線被ばく防護上の意味を学習する。

授業概要

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

診療放射線技師が医療領域において，放射線および放射性同位元素（RI)等を諸々の機器・装置等を用いて安
全に利用するために必要な放射線の安全管理について総括的に学習する。

到達目標・学習内容

環境と個人被ばくに関する
測定機器　（井出）

放射線防護関連法令の背景と
実際　(福士)

到達目標：法令に取り込まれている国際放射線防護委員会（ICRP)勧告の内容を理解する。
学習内容：放射線防護法令とＩＣＲＰ の関係を学習する。

到達目標：各種放射線測定装置および線量計の特徴を理解する。
学習内容：各種サーベイメータと個人被ばく線量計の特徴を学習する。

到達目標：放射線施設における各種測定法と評価およびその除染を理解する。
学習内容：放射線施設の空中，水中および表面汚染密度の測定と評価を学習する。


